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1 )日岡市の埋蔵文化財行政の歩みと課題

日田市内での発掘調査は昭和 26年の川下遺跡の調査に始まり、昭和 28年の宮ノ原遺跡、昭

和 32年の法思寺山古墳群の調査へと続く。こうした一連の調査は別府大学の賀川光夫教授を

中心とした、今で言う行政主体の緊急発掘調査ではなく学術的調査として行われた。

その後は、昭和 46年に大分県教育委員会に文化室が新設され県内での本格的な埋蔵文化財

行政がスタートする。昭和48年には日田市内の埋蔵文化財分布図を作成し、昭和 47・48・52

年度には吹上・北友田横穴墓、昭和 55年度に条里遺跡の調査が県教委主体に行われた。また

市教委では埋蔵文化財専門職員不在ため県教委担当者の指導派遣のもと、昭和 54・55年度に

吹上遺跡、昭和 58年度に大波羅遺跡、後山古墳ーなどの調査を進めてきた。

こうした一連の調査は市民への埋蔵文化財の関心を高めるところとなり、日田高等学校郷土

史部や日田考古学同好会はこれらの発掘調査へボランティア参加し、遺跡展示会開催にあたっ

ては協力を行うなど積極的な活動を繰り広げた。また地元の在野の考古学研究者による古墳や

遺跡の調査・研究は、今日の遺跡分布図の基礎を築いている。こうした市民レベルで、の研究や

活動は、本来市の埋蔵文化財行政の果たす役割の一端を果たしていたといえる。

日田市は昭和 59年度に博物館に専門職員 1名を配置し、埋蔵文化財の発掘調査等を担当す

ることにした。以来、九州横断自動車道開通に向けての道路網整備やほ場整備などの公共事業

と民間開発に伴う発掘調査の増加により平成元年度には専門職員 1名、翌年度には小迫辻原遺

跡の発掘調査とその保存に向けて嘱託職員 l名の配置するなど体制整備を進めてきた。このよ

うに年々市の埋蔵文化財行政の整備は図られ、発掘調査の実施、資料の整理・保管、埋蔵文化

財の保存、資料の公開、普及、啓発などの活動を推進してきた。

しかし、ここ数年来発掘調査の件数は増加傾向にあり、この傾向は本市に残る遺跡が市街地

より台地周辺に集中し、今後の各種開発がその台地周辺で計画実施されていることからすると

さらに増え続けると予想される。しかも装飾古墳や小迫辻原遺跡などの保存対策に加え、増え

続ける遺物の整理、保管場所の確保も大きな課題となってきている。近年の古代史ブームのな

か、市民の埋蔵文化財に対する意識も高まりをみせ、こうした地域住民への教育活動の充実も

必要に迫られてきている。

こうした現状を踏まえると今後の日田市の埋蔵文化財保護行政は、さらに増え続けると予想

される発掘調査の体制整備、効率的な調査の実施とその事務の迅速化、資料の整理・保管・公

開・活用施設の建設の推進が急務となってきており、引き続き市民への埋蔵文化財の意識と理

解のためのより一層の努力が必要であろう。

以下では、昭和 59年度以降の日田市の埋蔵文化財保護行政を概観して見る。



(昭和59年度)

専門職員 1名の配置により、体制整備が行われた。

この年は大分県史跡に指定され装飾古墳としても知られ

ているガランドヤ古墳群の確認調査が、県教委の指導のも

と2年間の予定で開始された。調査では2基の古墳から多

数の遺物があり、大きな成果を上げることができた。

さらに、徳瀬遺跡での緊急発掘調査では竪穴住居や溝な

どの確認があり、盆地沖積地にも遺跡が残っていることが
ガランドヤ古墳群の発掘調査

明らかになった。

このほか、圃場整備や病院建設などに伴う試掘調査も行

われ、 日田市での本格的な埋蔵文化財行政がスタートした。

一方、県教委による大分自動車道建設に伴う草場第二遺

跡の発掘調査、砂防工事に伴う羽野横穴墓発掘調査が行わ
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二'-:: 戸工 骨、1..こうした草場第二遺跡やガランドヤ古墳群のれれている。

調査はマスコミ報道され、埋蔵文化財に対する市民の関心

が高まった年とも言える。
草場第二遺跡の発掘調査

(昭和60年度)

市教委ではこの年もガランドヤ古墳群の調査を引き続き

行い、 2号墳において新たな壁画の発見など多大な成果を

あげ予定の調査を終了した。

また、 この年から市内で予定されている各種の公共事業

や個人宅地の開発に対して事前の試掘調査などを行うベく

国庫・県費の補助事業として日田地区遺跡群発掘調査事業

ガランドヤ2号境発見の壁画
を開始し、初年度は圃場整備、農道整備、宅地開発に伴い

諸留・長者原・吹上の各遺跡の調査を行った。

さらに、県教委による草場第二遺跡の発掘調査も継続し
;0... 

て行われ、遺跡の全容が明らかとなった。

こうしたなか、市教委では草場第二遺跡を広く市民に知

ってもらうため、別府大学賀川光夫教授の講演と草場第二

遺跡の現地説明会を開催した。 このほか、ガランドヤ古墳

群の調査では地元小学生への説明会の開催や、吹上遺跡で

吹上遺跡の体験発掘調査
は地元小学生参加による体験発掘調査を行っている。
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(昭和61年度)

この年は4月20日から 10日にわたって開催した、市立

郷土史料館の開館5周年事業「岳林寺周辺の遺跡展」に始

まった。特別展では前年まで行われたガランドヤ古墳や草 』

場第二遺跡、吹上遺跡など9遺跡の資料を展示し、連日多

くの市民の来館者があった。

発掘調査ではスポーツ広場に伴う穴原遺跡の調査が行わ

れ、縄文時代早期の包合層から押型文土器や石鍛の出土が
特別展の開催風景

あった。

さらに、日団地区遺跡群発掘調査事業として民間宅地に

に伴い長者原遺跡・向原遺跡の調査、区画整理事業に伴い

田島遺跡の調査が行われた。このほか、研修施設建設に伴

う萩尾遺跡の調査を行っている。

一方、県教委の大分自動車道に伴う調査では小迫辻原遺

跡・二串第二遺跡・小迫古墳・小迫横穴墓の調査が相次い

で行われた。
穴原遺跡の発掘調査

葛原遺跡の復元家屋

朝日宮ノ原遺跡の発掘調査

(昭和62年度)

この年から遺跡の調査も増え始め、さらに調査面積も広

くなってくる。このため、専門の嘱託職員と事務職員をそ

れぞれ1名づっ増やし、体制の整備を図っている。

発掘調査も本格化し、工場建設及ひ、バイパス建設に伴う

葛原遺跡、地力増進事業に伴う朝日宮ノ原遺跡の調査が行

われた。なかでも葛原遺跡では開発者の理解により発見さ

れた竪穴住居の現状保存とその復元家屋の整備がされた。

このほか、市道建設や区画整理、地力増進事業に伴う試

掘調査や、姫塚古墳とその周辺の確認調査が行われた。

さらに、県教委による大分自動車道に伴う発掘調査も小

迫辻原遺跡と小迫古墳・小迫横穴墓において調査が進めら

れた。このなかでも小迫辻原遺跡では、古墳時代前期の居

館2基が発見された。この発見は居館が日本最古に属する

ことから大きくマスコミ報道され、現地説明会には雪の舞

う中大勢の参加者をよんだ。
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(昭和63年度)

この年は、昨年度小迫辻原遺跡で調査された古墳時代前

期の居館2基の保存問題とその後の方針に明け暮れた。保

存に関しては県教委と日本道路公団が中心となり遺跡の取

扱いについての協議がなされ、結果的にはその一部の保存

が決まった。また市教委ではこうした経過を踏まえ、同遺

跡で予定の地力増進事業に伴う発掘調査を本格的に開始す

ることとした。この調査では新たに台地地西部で居館と同

時期の環諌 1条が確認された。

小迫辻原遺跡の保存擁壁

このほか、圃場整備事業に伴い平島遺跡、畑地造成に伴

う朝日宮ノ原遺跡の試掘調査が行われ、その後発掘調査を

行った。

このほか、先の小迫辻原遺跡の居館部分と前方後円墳で

ある城山古墳が大分県史跡の指定を受けた。

小迫辻原遺跡の今後の継続した調査や発掘調査の増加に

より職員体制が叫ばれる時期にきた年でもある。

小迫辻原遺跡の古代建物群

市史跡となった平島遺跡

(平成元年度)

専門職員1名が配置となり、体制の整備が図られた。

発掘調査は地力増進事業に伴い小迫辻原遺跡の2ケ所の

地点と県道改良工事に伴い平島遺跡の調査を行った。特に

小迫辻原遺跡の調査では古代の官街風建物群と「大領?J

銘墨書土器の発見、中世の環溝屋敷の確認があり、この遺

跡の重要性を高める調査となった。

このほか、市道建設、農道建設、圃場整備などの公共事

業や工場建設など民間事業などに伴う試掘調査が行われ、

これまでにない開発ラッ、ンュを迎える。

一方、県教委は国道210号バイパスに伴う調査を開始

し、陣ケ原遺跡など、の調査を行っている。

このほか、「小迫辻原遺跡・吉野ケ里遺跡発掘調査報告

会jの開催や、惣田塚・三郎丸・平島古墳の市史跡、有

田古墳一括遺物の市有形文化財の指定を行った。また、小

迫辻原遺跡の県史跡地の公有化を行った。
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(平成2年度)

益々増える発掘調査と小迫辻原遺跡の本格的な調査に伴

い嘱託職員 1名の配置となり、体制の整備が図られた。

発掘調査では小迫辻原遺跡で地力増進事業に伴う調査に

加え、遺跡の範囲を確認する調査が並行して開始される。

また市道建設・圃場整備・ゴルフ場建設に伴い会所宮遺跡、

長者原田迎遺跡、西有田赤ハゲ遺跡の調査が行われた。

一方、県教委の調査も数を増し、大分自動車道関係では

佐寺原遺跡や堂園遺跡、国道 210号バイパス関係では上

野第一遺跡、さらには国家公務員宿舎建設に伴い慈眼山遺

跡の調査が相次いで行われた。なかでも、上野第一遺跡か

らは「豊馬」と刻まれた文字資料が発見され注目を集めた。

また、日田考古学同好会が発足し、日田青年会議所主催

の古代史シンポジュームが開催されるなど市民レベルで、の

活動が行われた。さらに小迫辻原遺跡では現地説明会が開

催され、「日田市史」が発行された。

(平成3年度)

長者原因迎遺跡の発掘調査

小迫辻原遺跡の現地説明会

この年は小迫辻原遺跡の発掘調査が中心となり、前年度

に引き続き地力増進事業と遺跡の範囲確認、調査が行われ、

新たなに居館1基が確認された。

小迫辻原遺跡の居館跡

このほか、市道建設に伴い上野切畑山遺跡と惣田遺跡、

下水道工事に伴い会所宮遺跡の調査がそれぞれ行われた。

また、この年はまだパフ。ルの影響もあることから、民間開

発の申請が増え試掘調査に追われはじめた。

さらに、調査において出土する遺物の増加により、それ

まで手狭だった文化財資料室の拡充が行われた。

一方、県教委の調査も大分自動車道関係では大迫遺跡・

後迫遺跡、国道 210号バイパス関係では手崎遺跡・大部

遺跡、前年度引き続き慈眼山遺跡の調査が行われた。

この年は台風19号の影響により、法思寺山古墳群などの

史跡への被害をあった。また、ガランドヤ古墳群の園史跡

化とその後の整備にむけた構想検討委員会が聞かれている。
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2 )日田市の発掘調査一覧

跡 名 l所在地 Z
仲一
一主一
↓査一一調一一因一一原一一査一一調一ド善寺1 遺

I(昭和26年度)
1 |川下遺跡
(昭和28年度)
2 |朝日宮ノ原遺跡

(昭和32年度)

3 |法恩寺山古墳群
(昭和47年度)

4 |吹上横穴墓群
(昭和48年度)

5 |北友田横穴墓群
(昭和52年度)

5 |北友田横穴墓群
(昭和54年度)

6 |吹上遺跡
(昭和55年度)

6 1 吹上遺跡 |大字小迫(宇吹上原) 1圃場整備|市教委

7 |渡里条里遺跡 |大字渡里(字大道西他)1道路建設|県教委

(昭和58年度)

8 1大波羅遺跡 |大字国島(字規制 |公園造成|市教委

9 1 後山古墳 |大字国島(字削墓地造成"

10 1 草場第二遺跡 |大字渡里(宇柑道路建設|県教委

111小迫原遺跡<後に小迫辻原遺跡> 大字小迫(字儲" " 

12 1 二串西原遺跡 |大字二串(宇臨" 1 " 

13 1横断道NO. 8地点 |大字二串(字僻柏)1"  " 
14 1 横断道NO.13地点 |大字夜明 " " 

15 1 横断道NO.14地点 |大字夜明 " 

(昭和59年度)
16 1ガランドヤ古墳群 |大字石井(河/剛川遺跡整備l市教委

16 I " " "  " 

大字川下(宇融他)

大字小迫(宇師他)

大字日高(宇糊寺) 1遺跡整備|市教委

大字小迫(宇駈) 砂防工事|県教委

大字友田(字上原) 砂防工事1県教委

大字友田(字上原) 砂防工事|県教委

大字小迫(宇吹上原) 圃場整備|市教委

17 1 平野遺跡 |大字内河野(宇平野曲川広場造成"

18 1 三和条里遺跡 |大字三和仲間帥川病院建設"

19 1平島遺跡 |大字東有田(持帥川圃場整備"

20 1 向原遺跡 |大字小迫(宇小迫原他川宅地造成"

21 1徳瀬遺跡 (A区大字友田(宇繍地力増進"

10 1草場第二遺跡 |大字渡里(宇紺道路建設川県教委

111小迫原遺跡<後に小迫辻原遺跡>大字小迫(字社原" " 

22 1祝原遺跡 |大字夜明(宇概" " 

23 1朝日第一遺跡 |大字小迫(宇帽他)1" 1" 
24 1朝日第二遺跡 |大字二串(宇門ナシ) 1 " 1 " 
25 1二串遺跡<後に二串第一遺跡>大字二串(宇鮮拙)1"  " 
26 1日田条里遺跡(渡里地区大字渡里(宇和訓)1" " 
27 I 羽野横穴墓群 |大字三和(宇場/国) 1砂防工事"
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発謹言書牽 108.28 '" 5，6，7，8 

11 112 . 07 '" 9 

11 1 01. 30 "'-02.09 10，11 

I! 1 07 . 25 "'-08. 11 12，13 

試掘調査 108. 20 "'-' 10. 09 14，15，16，17 
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試掘調査 111.28 '""'-' 12.02 
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26 

26 

07・30'" 09. 08 I吉護
26 

27，28 
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調査面積|調査種類| 蚕草月日 時代 遺跡の種類|参考文献

100rril試掘調査 川7. 29 "-' 09. 06 1縄文・弥生 |集落跡 129，31 
86 rri 1 " 109. 09 "-' 09. 12 1 山9，31
112rril発掘調査は1.18 "-' 01. 25 1弥生 |集落跡 ド29，31

古墳2基" 106 . 04 "-' 07. 22 1古墳 |墓地 ド23，29，31
約 3，000rril " 川5.28"-'弥生・古墳 " 同，7，25
約 8， 000 rri 1"  "弥生~中世 |集落跡・墓地 ド30
150 rril試掘調査"古墳 |集落跡 ド30
"じ30

約 300rril発掘調査川6. 09 "-' 07 . 11 1縄文 |散布地 同2
46 rril " 101.16"-' 02.13 1弥生・古墳 |集落跡・墓地 116，17，32，33 

約 130rril試掘調査川8.18"-' 09.06 1縄文・古墳|集落跡 同2，33
236 rri 1 " 110. 20 "-' 11. 04 1 同2，33
72 rri 1 " 111 . 06 "-' 11. 28 1弥生~中世 |包含層 132，33 
101 rri 1 " 111.06 "-' 11.28 1 "散布地 132，33 
約 50rri 1 " 1 07 . 28 "-' 08. 05 1縄文 " 同2
約1，000 rri 1 " い02. 24 "-' 03. 26 1弥生・古墳|集落跡 ド32
1 0 6 rri 1 " 132 

約 3，000rri 1発掘調査川5.07"-'弥生~中世|集落跡 ド34，35
約 100rril" "古墳 " ド34
約 5rri 1試掘調査" 1" 墓地 ド34
約 40 0 rri 1 " " 1" " 134 
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番号| 遺 跡 名 i所在地|調査原因|調壷主体i
JJ_J生迫辻堕車時 (N区l -ー t友守そづ1迫停止理}一一JJ事，))}望者宅[理教委L
36 I小迫横穴墓群 上大字二串(宇門ナシ) I道路建設|県教委
40 I草場第一遺跡 上大字渡里(字経/雌) I /1 
-lY】1五逗it.:D言語誌ーTR-s)-一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一元手ぷ逗{掃討一ーーー|通，j]t雇逗「二三二工
i(平成元年度)

11 I小迫辻原遺跡(0-1・K-2・K-3区) 上大字小迫(拍車地力増進|市教委
11 1 11 (K-1区 /1 /1 

19 1 平島遺跡 (B区 1，大字東有国(字臨地川道路建設 !I

34 1 .葛原遺跡 上大字西有国(字聴) 1宅地建設 /1

41 1 一了間遺跡 上大字日高(宇一T帥) 1道路建設 !I

42 1 町野原遺跡 上大字東有田(字町野監)1 !! 

28 1長者原遺跡 上大字内河野(字国道植日開場整備 1

43 1 内河野遺跡 上大字内河野(字下車翻汁

44 1 :域ノ越遺跡 上大字小迫(字詰/基工場建設|

45 1慈眼山遺跡 上大字北豆自作事戸口川住宅建設l県教委
46 1 高瀬遺帥 [大宇高瀬 |道路建設!!

47 1琴平山遺跡 上大字高瀬(宇軒雌) 1 /1 

48 1 陣ヶ原遺跡 上大字高瀬(字駒鵬) 1 11 

49 1 上野第一遺融 上大字上野(宇耕地!!

5o 1 手崎遺跡 上大字高瀬(字手前"

(平成2年度)

JJ_J坐型辻F智津野JP fFETR:l 畦)_________J攻守刊県~f~~~2==]挿，j] t賢造噴きE重工
11 1 " (G-l・J-1・K-4・L-2区) 1 !!範囲確認U H 

51 I会所宮遺跡 (A[K) I大字日高(字費出道路建設U
2自|長者原田迎遺跡 上大字内河野(宇田制)I闇場整備引

52 1西有国赤ハゲ遺跡 上大字西有田(持ハゲ融引ゴルフ場利

53 1 曽田遺跡 ト大宇高瀬(宇豊田植道路建設~ ! !! 
54 1 日高小迫遺跡 上大字日高(字小迫道路建設~ ! " 
55 1水自遺跡 上大字有国(持帥"

56 1 大肥条里遺跡 上大字大肥(宇耕地河)11改f彦
57 1 朝日滝ノ本遺跡 上大字朝日(字詰/本砂防工事バ H

58 1中馬遺跡 l大字有田(時日抱道路建設U
19 1 平島遺跡 上大字東有国(字概) I !! 

59 1渡里後ノ迫遺跡 上大字渡里(宇控/迫工場建設U

45 1慈眼山瀬戸口遺跡 上大字北豆田(宇軒目)1住宅建設U県教委
45 1 慈眼山遺跡 (A地点 11 住宅建設~ ! 11 

60 I佐寺原遺跡 上大字有国(字腕帥) I 道路建設~ ! !! 
61 1.堂圏遺跡 上大字有田(宇堂開 "

62 1 日間条里遺跡(天神地12$.:) 上大字三和(宇n蹄) 1 " 

63 1 大迫遺跡 上大字有国(社帥!!

64 I中尾原遺跡 " " 
65 1 鹿倉B遺跡 上大字東有田(宇明他)1 " 

66 I 薮地区 上大字東有田(字ウスピ地)1 " 
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調査面積|調査種類|調査年月日 i 時 代 |遺跡の種類 1参考文献

500 rrl/試掘調査 /11. /~ 

300 rrl/発掘調査川4. 奈良 |集落跡 同0
50rrll試掘調査川7. 中世 |散布地 同o

1， 200 rrl/発掘調査 い05. '" 06. 奈良 |集落跡 同0

2，000 rrll " 川7. '" 12. " " ド

坦 6 ， 30旦!ずt~1@~}手 陣fer-q?ニ Q~--J 弥生二守~~--L警警~-----------l~~~~~~~~
確認、調査 川4. 03 '" 08. 20 1弥生~中世 " 同3，66

512 rrll発掘調査 同6.26'" 07.12 I奈良 ・中世 " 同2，63，66
1，440rrl/ " 川8. 26 '" 09. 13 /弥生・中世 " 同3，66
68rrll試掘調査 /11.11"'11.14 / 同1，63

53 rrl/ "旧1.11"'11.13/ /61，63 

100rrrl 万円1.21 旧3

500 rrll " 101.17 同3

50rrll "川2.12 163 

80 rrl/ " /11.19 弥生 |散布地 同3

50 rrll " 108. 30 163 

1 ， 000 rrl/ " /12. 13 '" 12.20 /中世 |集落跡・水田 同3，66
1， 200 rrl/発掘調査川8.01'" 01. 31 1奈良・中世|集落跡 同7，66

15 ， 000 rrll " /06. 01 '" 03. 30 /弥生 !万 同4，66

900 rrll " 104. 08 '" 08.02 I古墳 |墓地 同4，66
10，000 rrll試掘調査川9. 01 '" 09. 30 /古墳 |集落跡 同4，66

35 ， 000 rrl/ " I 09. '" 1 0 .い64，66

6 ， 0 0 0 rrl/ " /08 . 06 '" 09.24 /近世 |集落跡 同4，66

約 800rrl/発掘調査 川5.07'" 02.21 /縄文~中世 " /65，66 
試掘調査 奈良 |集落跡 同3

発掘調査 川2.22 '" 03.30 /縄文~奈良 " 同5，66
試掘調査 川2. 奈良 " 165 

発掘調査川7.16'"08.31 1弥生 |集落跡 同6

約 400rrll " /08 . 01 '" 09. 24 I中世 |包含層 同6
600rrll " ド03.03 '" 03.26 I古墳 |墓地 同3，66

約 1，500 rrl/ " 105.22 '" 05.31 I弥生 |集落跡 同6

試掘調査川8. 165 

内ペ

υ
ー
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年

30， 自 つ 一日田 1986 

31， 29 

32， r轄和61

33， -向原選議ミ省関 『日 日』 告患

1987 

E九州横断怠 一詩E日

35， 1993 

36， 62 『自 31号

37， 

諜報mJl 告 年

38， 

39， rs 日 / おつ， 大分県

1989 

京間信彦・ f話 史Jl137 

41， 島 〈経由 ? VA 

日1W日

自

43， 日 3集 日

8 

f呂田文化j32 自 1989 

46， r… 部 -内 f認

1990年

1990 

Z平島遺跡B ヨ田 4 日田 1991 

49， 63 33号 法

50， ケ 琴線日出 う

51， ，物'旬、 -吹上遺跡・日 Ws EE 

日酷

f日間盆地の遺跡J 2 ら一 日 1991 

15 



53， ~長者原 EB溜議鉢j 日 5畿日 1992 

54， W酉有思表ハゲ選議¥] 設 お

1992年

五J 日EE市教育委員会 1991 

66， 

F慈誤UJ藤戸口遭難¥]

文化封発掘調査機報-

f蕗眼山遺跡 (A地区)~

財調査報告第85

-露出・

一盟関説草霞一第1

ー .室率ケ

号藤呂EEパイ

1991 

「小追辻諜遺跡v.小見耳元遺跡・

1991年

山遺跡』 自

2 

・大迫・自砦・下綾壇・

一呂田数珠爵一第2

大分嘉数膏委員会 1992 

1991 

f 臼 EB文北~ 34号臼

同宿舎 自問

1992年

1991年

自

1991年

つ

1991 

う理議

@間ケj県小原選最事・上野第一遺跡(東煤地区)J ~一般

う理蔵文花封発掘調査観報耳3

『日間地IK遺跡群発揚諦議概報国J 呂EBfぢ

6集臼

昌

喜

1992年

日臨バイパス建設に搾う

1993年
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H 平成4年度曙蔵文化財調査事業

1 )平成4年度の壊蔵文化財調査の概要

2)発掘調査・確認調査の概要

3)試掘調査・立会調査の概要





1 )平成4年度の埋蔵文化財調査の概要

昭和 59年度以降毎年増え続けている日田市内での埋蔵文化財調査も本年度は市・県教委合

わせて 24ケ所の遺跡で実施された。その中でも 13ケ所の遺跡での発掘調査においては、日田

市の歴史を考える上で重要な遺跡の発見が相次ぐなど大きな成果があった年でもある。

荻鶴遺跡では古墳時代の鍛冶工房跡と関連する祭租遺構が調査され、鉄金Eや鉄床石など鍛冶

に関する一括資料が出土するなど全国的にみても一級の資料の発見があった。 9年目の調査と

なった小迫辻原遺跡では環濠の追跡が行われ、次第に集落の全体像が判明しつつある。

一方、九州横断自動車道関係の調査では後迫遺跡で弥生時代前期~後期の大規模集落の調査

が行われ、さらに尾漕遺跡では中世墳墓の劃葬品として200枚を越える六道銭の出土があった。

また、 210号線バイパス関係では継続して調査された上野第一遺跡で奈良時代の大規模集落

が調査され、出土した転用硯などの遺物と合わせその性格が注目を集めた。

平成4年度の調査一覧および日田市が行った調査の概要は次の通りである。

(日田市教育委員会調査)

番号 遺 跡 名 所 在 地 調査原因 調査面積 調査年月日 備 考
(発掘調査・確認調査)
1 会所宮遺跡 (C区) 大字田島宇其田760-1他 道路建設 約1，500ni0506"-'0527 継続
小迫辻原遺跡(I，J，Q，R-2IKl 字小 地力増進 3.133ni 

ー一一ーーー-ー一

継続2 大 迫字辻原他 0824"-'0330 ， 
ー一ーーーー一一ー

3 萩鶴遺跡 大字友田字荻鶴939他 リゾート 約6，000ni0928"-'0130 
ー--ー ー 一一一ー ー ー一 一一一ーーー ー一 一一一ーーーー

4 史跡威宜園遺跡 大字南豆田宇中城100-1他 史跡整備 200ni 1001"-' 1030 
惣田遺跡 大宇高瀬字惣田 道路建設 5.920ni 

ーーーー一一一ーー

継続5 1201 "-'0219 
(試掘調査・立ち会い調査)
6 慈眼山遺跡 大字北豆田字戸頃680他 工場建設 400ni 0427"-'0515 
古金遺跡 高 300ni 

ー一一ーーーー一一 ーーーーー一一一ーーーーー一一一『ー

7 大大宇字花日月字宇古井金手1ノ7鵠53-他2他 工場造成 0827 
圃場整備 140ni 

一ーーーー 一 一一ー ーーー 一 一一一ーーーー 一 一一一『ーー

8 市ノ瀬遺跡 1019"-' 1023 
求来里平島遺跡 大字求来里字平島 農道建設 70ni 

一ーーーーーー一一 ーー-ー一一一ーー---一一一ーーー

9 1026"-' 1116 
徳瀬遺跡 大字友田字徳瀬256他 道路建設 660ni 

ーーー - ーー-ーー ー - ー一一 ー ーーーーー一一ーーーー -

10 1102"-'0330 
小見取遺跡 大字渡里字小見取他 道路建設 140ni 

--ー『ーーーーー 一一一ーーーーー一一ーーーーーー一一

11 1108"-' 1201 
町野原遺跡 農道整備 100ni 

一一一一ーーーー- 一ーーーーー一一一一ーーーー一一一ー

12 大字求来里宇町の原他 0215"-'0216 
日高遺跡 大字日高字抹手 農道建設 50ni 

ー一一ーーーー 一 一 一一ーーー 一 一一一一ーーー 一 一一一一

13 0804 
狐塚遺跡 大字日高宇中磯 道路建設 20ni 

一一ーーーー一一一 『ーーー一一一一ーーーー一一一ーーー

14 0911 
一一ーーー - ー一 一ーーー ー 一一一一 ーー一一一一一ーーー一一一一一ーーー

15 町野原遺跡 大字東有国字上町野 農道建設 100ni 1211 

(大分県教育委員会調査)

番号 遺 跡 名 所 在 地 調査原因 調査面積 調査年月日 備 考
(発掘調査)

l 後迫遺跡 大字渡里宇後迫他 道路建設 17，000ni 0407"-'0330 弥生・中世(集落)
3，000ni 

一一一ーーーー 一 一

古墳(集落)2 日田条里遺跡群 大字三和字五反田他 H 1214"-'0202 
タ田遺跡 大字西有田字タ田

日 一一一一ーーー 一

500ni 
一一ーー胃【 F ー-

3 H 1110"-' 1204 古墳(集落)
一一一ーーーー一一 一 ー ーーー一一一 ーーーー一ー【ー一

4 尾漕遺跡 大字有国字尾漕 ノノ 12，0∞ni 0529"-' 1113 古墳・中世・近世(集落・墓地)
一一ー-ー一一一一 『ーー一一一一『ー

5 有国塚ヶ原遺跡 大字有国字塚ヶ原 H 5∞ni 0422"-'0330 古墳(墓地)
ーーーー - ーーー一 ーー 一 一 ー一一ー ー ー ーー一一ーーー

6 参勤交代道路 大字東有国字大石峠 H 7，7∞ni 0513"-'0827 近世(道路)
大字上野宇野間

ーーー-ー一一一ー

12，000ni 
一四ー一一ーーー『

7 上野第一遺跡 " 0508"-'0228 奈良(集落)
大字友田字上原 砂防工事 約l∞d

一一ーーーーー一一

古墳(墓地)8 北友田横穴墓群 04 "-' 
(試掘調査)

9 上野第一遺跡 大字上野 道路建設 0601 "-'0725 
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2 )発掘調査・確認調査の概要

よそみや

1 会所宮遺跡 (YMS)

所 在 地大字国島字其田760-1ほか

開発面積 3，000nf

調査面積約1，500nf 

調査期間 920506""920527 

調 査 費 1， 560千円(原因者負担)

調査年次 3次 (C区)

遺跡の時代古墳時代・中世

遺跡の内容溝・包合層

担 当 者行時志郎

一市道城町高瀬線道路建設に伴う発掘調査一

遺跡の位置図 (1/25，000)

遺跡の位置

遺跡は日田盆地東部の沖積地上に存在する。この近くに存在する遺跡としては、弥生時代の

石棺が多数発見されている元宮原遺跡、会所山丘陵上に築かれた鳥羽塚古墳、後山古墳などが

ある。また平成2年度の調査では、今回の調査区南部に中世の柵列跡と見られる柱穴列と大溝

が会所山丘陵と平行するように延びていることが確認されている。

調査の概要

今年度の調査では、調査区内を東西に走る溝が4条と水困層が確認された。溝のうち北部で

確認された2条のうちの一つから、刻み目突帯をした費や打製石器が出土しており、弥生時代

前期の遺構と考えられる。また南部の溝の中からは内面へラ削りの特徴を持つほぼ完形の土師

器賓が出土しており古墳時代の遺構と考えられる。またこれらの溝の上層には中国龍泉窯の青

磁碗などを含む包含層が確認されたが、この層の底面は平坦で固くしまっていることなどから

中世の水田跡の可能性が考えられる。

まとめ

今回の調査で弥生時代の遺構がこの地区周辺の沖積地上においても存在することが確認され、

弥生時代には沖積地にも部分的に遺構の存在していることが確認された。
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C区全景 (南より )

C区1号溝完掘状況 (西より)

C区1号溝内遺物出土状況 (北から)
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おざとつttまる

2 JJ¥i畠辻顕遺跡 (0Z T) 

地大字小迫字辻原12 1 1ほか

難関 920824""-'930330

鶴男欝積 2，177rri'

3， 133 

査費 9，0 1 5 

古墳時代代・中世遺量挙の

遺蕗の内

当 幸・森山敬一郎

遺跡は諮

の

あ

施し?と。 Q、R-2

〉瞬、明

9 

J 

投出 このうち溝I

また、 I 

されている 1

とめ

}ζ 

は吉本生時代の ? 

一天地返し・潰跡撞認;こ搾う発掘調査

遺跡の位寵盟 (1/25.000)

とI、J

2 講の 1

れた。

口縁

る。

き

これまで

これまで遺轄の盟離で確認されていた2号環諜が強立して

ことである。しかも、この怒号翠壊の内側に誌布掘り状の小講

り、さらに向雲寺議とされる竪穴控癒l基の換出できた。このこと

と3なる。また、遺跡の甫翻 (R-2区〉

された古代の土墳墓は、 りこの遺跡での る ある。
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小迫辻原遺跡の空中写真(北から)

P区発掘調査空中写真

R-2区発掘調査空中写真
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おぎづる

3 荻鶴遺跡 (OG1 ) 

所在地大字友田字荻鶴939他

開発面積 31，247nf

調査面積約6，000nf

調査期間 920928"-'930130

調査費 9，176千円(原因者負担)

調査年次 1年次

遺跡の時代古墳・中世・近世

遺跡の内容工房・集落・水田

担当者行時志郎

ーレジャー施設造成に伴う発掘調査一

遺跡の位置図 (1/25，000)

遺跡の位置

遺跡は日田盆地の西部に位置し、花月川南岸の河岸段丘上に存在する。これまでにこの周辺

では数多くの遺跡の存在が確認されている。花月川北岸の台地上には弥生時代から古墳時代初

めにかけての集落である吹上遺跡、また台地から沖積地へ下る尾根上や斜面には古墳時代中期

や後期に築かれたと考えられる片山石棺墓や北友田横穴墓群、そしてこれらの遺跡よりやや下

流の河岸段丘上には古墳時代後期の三郎丸古墳や星隈横穴墓群が存在する。

調査の概要

古墳時代の遺構として、竪穴1基、溝状遺構、祭市E遺構などが確認された。このうち竪穴か

らは、鉄を鍛打する台である鉄床石や鍛冶炉跡が中央から検出された他、周囲からは数多くの

鉄棒をはじめ高坪転用輔羽口、鍛造剥片などの鍛冶に関連する多くの遺物が出土した。また、

この竪穴の東部約8mの位置には、多数の手担土器とともに鉄鉱や小鉄片、石製円盤が出土し

た。これらの遺構は出土遺物や土層から、 5世紀前半から中頃でほぼ同時期と考えられる。

中世の遺構としては、15""""16世紀の掘立柱建物 11棟、土坑4基、大溝1条、溝3条など

の他、水田跡なども確認された。水田跡は何層にもわたっているが、 15世紀頃の水田跡につ

いて見ると、条里遺構の形式は見られず不定形であった。

まとめ

古墳時代の鍛冶工房跡は当時の現状をよく残していた。また祭記遺構出土の鉄鋭はここで鍛

冶を行うために持ち込まれた鉄素材の可能性が高い。これらの遺構・遺物から当時の鍛冶がど

のような素材を用いてどのような方法で鉄器を製作していたのかを知る具体的な手掛かりとな

った。
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A地点全景(真上から)

B地点全景(真上から)

B地点祭把遺構遺物出土状況(北から)
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しせ脅かんさfえんあと

4 5担跡蔵室襲艶 (KAG)

地 ほか

主主期間 921001"-'921030 

関 積

調 積 200nf

費 657千円

調査年 1年次

遺跡の 吉ft. -近代

の肖容

当 土 UJ 一郎

i襲跡の{立聾

う

し、 した私塾ロ
μ

，... 
、制網として知ら

あ と、

}、東塾跡(4トレンチ)、

のトレ

遼怒1番勝(1トレンチ)、講堂跡 (2・3トレ

られる選鉢(5トレンチ〉の各課定培に5

った。

2トレ

・二七説、 議トレンチでは

3トレンチで

った。

遺物は各トレ 。々 主解器、 域宣

と

まとめ

きなかった。このこ

と

とされ、ま

しまっ?とこと

られる。

ってい設かっ

こと といえよう。。々
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史跡成宜圏跡空中写真

3トレンチ発掘調査空中写真

1トレンチ発掘調査空中写真
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4卜レンチ発掘調査空中写真
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そうだ

5 惣田遺跡 (SOD) 

所在地大字高瀬字惣田

調査期間 921201........930219

開発面積 5，920rrl

調査面積 5，920rrl

調査費 2，126千円(原因者負担)

調査年次 2年次

遺跡の時代弥生時代・古代・中世

遺跡の種類集落・包合層

担 当 者土居和幸・森山敬一郎

一市道平原捨ノ平線道路建設に伴う発掘調査一

遺跡の位置図 (1/25，000)

遺跡の位置

遺跡は、日田盆地南部の大山川と高瀬川の合流点にあたる高瀬川右岸の標高約 96mの河岸

段丘上に位置する。遺跡の西側には古墳時代後期に築造されたとされる惣田塚古墳があり、ま

た東側には縄文・古墳・古代の複合集落遺跡である手崎遺跡などが存在する。

調査の概要

調査は道路予定地内の水田区割りを利用して便宜的に西側より 1'" 10区に分け、 1区より

調査を進めた。 1区では中世と考えられる柱穴と、弥生土器や土師器などの土器を一括して合

む包含層を確認した。 3区では重複する3基の竪穴住居と溝 1条、柱穴を検出した。竪穴住居

にはカマドが付設されていて、出土した須恵器より 7"'8Cの所産と考えられる。溝は幅1m

程度で、溝内より出土した少量の土器からすると、竪穴住居と同時期の可能性がある。 4"'6

区では柱穴のほか溝1条を検出している。この溝はその規模や土層の堆積状況、少量の土器か

ら先の3区での溝に類似点が多く同一の溝の可能性がある。 7"'9区では多数の柱穴を検出し

ている。 10区では多数の柱穴のほか溝1条を検出している。

まとめ

調査区に隣接して惣田塚古墳が存在することより関連する遺構の発見が想定されたが、該当

期の遺構は確認できなかった。

また、今回の調査では多数の柱穴や竪穴住居、溝が確認されてはいるものの、遺物の出土量

は少なくそれぞれの遺構の年代決定も難しい。特に柱穴の性格や年代決定は、今後の周辺調査

に期待するところが大きい。
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惣回遺跡空中写真(南から)

発掘調査区空中写真

3区空中写真
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3 )試掘調査・立会調査の概要

じげんざん

6 慈眼山遺跡

所 在地大字北友田字戸頃680ほか

調査期間 920427'"'-'920515

開発面積 17，486rrf 

調査面積 400rrf

調査費 750千円(原因者負担)

遺跡の時代古代・中世

遺跡の種類集落・山城

担 当 者土居和幸・森山敬一郎

調査の概要

一工場建設に伴う試掘調査一

遺跡の位置図 (1/25，000)

遺跡は日田盆地東部の標高約120mの丘陵上に位置する。この丘陵は慈眼山とも呼ばれ中世

期の日田郡司大蔵氏の居城(鷹城)として古くから知られていた。このため丘陵一体には城山

など関連する多くの小字名が残っている。丘陵下には慈眼山瀬戸口遺跡があり、これまで3回

の調査が行われ中世居館の堀の一部などが発見されている。

今回の調査は計画予定地にグリットおよびトレンチを35ケ所設定し、主に地下遺構の残存

状況の確認を中心に調査を行った。その結果、柱跡の検出や多量の土師器や輸入陶磁器などが

出土した。試掘坑の数が限定されたため、建物の規模や内容などの確認までには至らなかった

ものの、郭などが地表面に良好に残ることを考えると今後の発掘調査やその方法によってはこ

の域の規模や内容などを十分に把握できると考えられる。

試掘調査状況 試掘調査状況
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こがね

7 古金遺跡 一工場用地造成に伴う試掘調査一

所 在 地大字日高字古金1753-2ほか

調査期間 920827

開発面積 9，900rrl

調査面積 300rrl

調 査 費機械 1台分(原因者負担)

遺跡の時代

遺跡の種類

担 当 者土居和幸

遺跡の位置図 (1/25，000)

調査の概要

遺跡は日田盆地東部の標高150mの丘陵西側の裾部に位置し、周辺は浅い谷状の地形を形成

している。遺跡の周辺には装飾古墳として知られている法思寺山古墳群やダンワラ古墳、東寺

原遺跡などの遺跡が多数存在している。また、遺跡の背後の丘陵上には4基の円墳、さらに函

側斜面には横穴墓の存在も確認されている。

こうした周囲の状況と今回の調査予定地の立地条件から横穴墓の存在が考えられたため、調

査で、は機械を使って横穴墓の存在が想定される斜面などを中心に遺構の確認を行った。

その結果、横穴墓などの遺構の検出はなく、遺物の出土もなかった。

試掘調査状況 試掘調査状況
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8 市ノ瀬遺跡 一県営圃場整備事業(市ノ瀬地区)に伴う試掘調査一

所 在 地大字花月字井手ノ鶴

調査期間 921019"'921023 

開発面積 40，000m' 

調査面積 140m' 

調 査 費 2 3 1千円(国庫補助)

遺跡の時代

遺跡の種類

担 当 者土居和幸・森山敬一郎

遺跡の位置図 (1/25，000)

調査の概要

遺跡は日田盆地北部の市ノ瀬川と花月川の合流点にあたる花月川右岸の標高約170mの段丘

上に位置する。遺跡の周囲は標高約504mの大石峠や伏木峠が迫り、深く狭い谷を形成してい

る。これまでところ遺跡の周辺では遺跡の確認例がなく、遺跡の近くに江戸時代の日田永山布

政所と四日市陣屋を結ぶ代官道路の名残としての石畳道が残っている。

調査では圃場整備事業予定地内にトレンチを 14ケ所設定して遺構の確認を行った。各試掘

坑掘り下げの結果は、水田下から拳大から大きなものでは 1mを越えるような河原石が砂層に

混じってみられた。このため遺構の検出はなく、遺物もローリングをうけた青磁碗、土師器な

どが少量出土した程度である。

こうした調査の結果から、圃場整備事業予定地内が市ノ瀬川と花月川の合流点にあたり、ま

た各試掘坑の状況からして、今回の調査地区は市ノ瀬川と花月)11の氾濫原と考えられる。

市ノ瀬遺跡近景 試掘調査状況
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9 求来里平島遺跡

所 在 地大字求来里字平島

調査期間 921026"'-'921116 

開発面積 16， 425rrf 

調査面積 70rrf 

調 査 費 195千円(国庫補助)

遺跡の時代古墳時代

遺跡の内容集落

抱 当 者土居和幸・森山敬一郎

一広域農道建設に伴う試掘調査

遺跡の位置図 (1/25，000)

調査の概要

遺跡は日田市の北東部の標高約128m、小河川|である求来里川河岸段丘上に位置する。遺跡

の東側台地上には町野原遺跡や円墳1基、北側丘陵上にはガンダ古墳群などが存在している。

調査では求来里川を東西に横断する路線予定地内に試掘坑を7本設定し遺構の確認を行った。

その結果、求来里川を挟む西側の試掘坑では遺構の確認はできず、数点の黒曜石の石器が出土

した程度あった。しかしその東側の試掘坑では、遺構としては竪穴式住居や柱穴などが確認さ

れ、完形の土師器1点を合む土器や石器の出土があった。こうした調査結果から、路線予定地

のうち求来里川を挟む東側には古墳時代の集落が存在することが予想された。

このため、遺跡の取扱について大分県日田地方振興局耕地課と協議を行い、路線変更が不可

能な求来里川を挟む東側の地点を次年度に発掘調査を行うこととした。

求来里平島遺跡近景 試掘調査状況

唱
h
ょっ、υ



とくぜ

1 0 徳瀬遺跡

所在地大字友田字徳瀬256ほか

開発面積 4，380rd

調査面積 660ni

調査期間 l次---921102-----921111

2次---930301-----930330

調査費 1次・-139千円(国庫補助)

2次・・・2，251千円(原因者)

遺跡の時代弥生・古墳時代

遺跡の種類集落・墓地

担当者行時志郎

一市道亀川山回線道路建設に伴う試掘調査一

遺跡の位置図 (1/25，000)

調査の概要

徳瀬遺跡は日田市中央部、三隈川と庄手川に挟まれた中洲の沖積微高地上に存在する。昭和

60年度に一度調査され、この時にはトレンチ内から数多くの弥生土器や土師器が出土すると

ともに炉跡や溝も確認され、竪穴住居跡などの遺構の存在も指摘されていた。

調査は平成5年度工事予定の約460mの区間を対象に行った。このうち遺構の存在が予想さ

れる微高地上は全面の遺構検出を行い、またその周辺の遺構の存在も確認するため、現在水田

地帯の広がる低地部を中心に2mX5mのトレンチを6本設定した。低地部は昭和28年の大

水害をはじめとしてこれまで何度も水没しているためか、遺構の存在は確認されなかったが、

微高地上では弥生時代から古墳時代にかけての竪穴住居跡や石棺墓などが確認されたため、平

成5年度に本調査を実施することになった。

徳瀬遺跡遠景 試掘調査状況
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1 1 
みとり

小見取遺跡 一市道熊取小迫線道路改良事業に伴う試掘調査一

所 在 地大字大字渡里字小見取

調査期間 921108~921201 

開発面積 6，OOOrrf 

調査面積 140rrf 

調 査 費 298千円(国庫補助)

遺跡の時代

遺跡の種類

担 当 者土居和幸・森山敬一郎

遺跡の位置図 (1/25，000)

調査の概要

遺跡は日田盆地北部の渡里川左岸の標高約 84mの沖積地に位置する。遺跡の周辺には日田

条里の範囲が広がっており、西側の台地上には吹上遺跡、北側の台地や丘陵上には小迫辻原遺

跡や草場第二遺跡など日田市を代表する遺跡がみられる。

今回の調査は昨年度調査の北側にあたり、特に台地に近い場所を中心にグリットおよびトレ

ンチを 14ケ所設定し遺構の確認を行った。その結果、試掘坑によっては泥炭層の堆積する場

所や、水田下にすぐ河原石が広がる1深層あるいは砂層といった場所がみられ、地点によってま

ちまちな状況であった。このため遺構の存在は確認できず、また遺物は調査予定地北側の台地

に近い試掘坑からローリングをうけた弥生土器や須恵器、土師器などが出土した程度である。

こうした調査結果から、遺跡の大半は旧河川やその氾濫源と考えられるため、発掘調査を行

わず工事が実施された。

小見取遺跡近景 試掘調査状況
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まちのばる

1 2 町野原遺跡 一県営畑地帯総合整備事業(三芳地区)に伴う試掘調査一

所 在 地大字求来里字町の原ほか

開発面積 600nf 

調査面積 100nf 

調査期間 930215"-'930216 

調 査 費 142千円(国庫補助)

遺跡の時代縄文・古墳時代

遺跡の種類散布地

担 当 者行時志郎

遺跡の位置図 (1/25，000)

調査の概要

町野原遺跡は日田市東部、通称町野原台地上に位置する。これまでに台地上からは縄文時代

の黒曜石片や、古墳時代の土師器や須恵器が表採されており、周知遺跡として確認されていた。

平成元年度には広域営農団地農道整備事業に伴い、台地北部を中心に事前の試掘調査が実施さ

れたが遺構の存在は確認されていない。

今年度は町野原台地の県営畑地帯総合整備事業にかかる農道舗装工事に伴い、工事箇所にあ

たる台地南部を中心に機械による遺構の確認調査を行った。

確認調査は、来年度の工事を予定されている区間約600niを対象に、道路内でしかも本来の

地形をとど、めている所を選んで行ったが遺構・遺物の出土は認められなかった。

ーlIIii ' .圃単一ーーーー
薗量畠量ーー-一一-空軍

量暴言晋星雲露芸品品~

¥三七三千九ぐえに、
町野原遺跡遠景 試掘調査状況
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ひだか

1 3 日高遺跡

所在地大字日高字株手

調査期間 920804

開発面積 2，500rri

担当者土居和幸

調査の概要 道路拡張部分に機械を入れて調査を

行ったが、遺構の確認と遺物の出土は

なかった。

1 4 
世つねづか

狐塚遺跡

所在地大字日高字中磯

調査期間 92 0 9 1 1 

開発面積 3，000rri

担当者土居和幸

調査の概要 工事予定地域周辺に古墳が存在する

ことから、機械を使って調査を行った

が遺構は確認されなかった。

まちのぼる

1 5 町野原遺跡

所在地大字東有田字上町野

調査期間 921211

開発面積 500rri

担当者土居和幸

調査の概要 旧石器時代の散布地にあたることか

ら機械を使って慎重なる調査を行った

が石器の出土はなかった。

Fhυ 
ηべ
υ

広域農道建設に伴う立会い調査一

遺跡の位置図 (1/25，000)

一市道古金線改良事業に伴う立会い調査一

遺跡の位置図 (1/25，000)

一県営畑地総合土地改良事業に伴う立会調査一

遺跡の位置図 (1/25，000)



平成4年度埋蔵文化財調査位置図 (1/50，000)

O 市教育委員会 O 県教育委員会

-36-



平成4年度理蔵文化財普及@啓発事業

1 ) (j) 

2)広報

3)刊行物の





1 )遺跡説明会の紹介

平成5年1月23日、寒風の吹き荒ぶ中、上野第一遺跡の発掘調査現地説明会が大分県教育

委員会主催のもとで午後 1時から開催された。これには日田市内の方々を中心に200人を越え

る見学者が訪れた。

説明は調査を担当した大分県教育庁文化課田中祐介主任によって行われ、平成4年度に調査

された奈良時代の掘立柱建物跡や竪穴住居跡、道状遺構それに水田跡がそれぞれ詳しく紹介さ

れた。また出土遺物では平成2年度の発掘調査での出土品の他、平成2年度の発掘調査で出土

し話題となった「豊馬豊馬Jと線刻された石製品や硯に転用したと見られる須恵器の杯身など

が合わせて展示されていた。

上野第一遺跡現地説明会風景

上野第一遺跡現地説明会風景

円
f
t
qυ 



2 )広報活動

1月7日掲載

小迫辻原遺跡の今後の保存に関する

B図市小迫
辻原温畠

ル

弥
生
l
室
町
の
住
居
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元
も

(下)

内容の記事(西日本新聞社)
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町)から、古漬持代の鉄製品製造の解明の手銀かり

となる、議j台工房跡と古代の鉄鋼の素材である謀議

フイゴ羽臼などが、 まとま って出土した、
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小迫辻原遺跡の発掘

9月6日掲載

調査開始の記事

(上)

当邑伝説誌記長弘2-"'~6... 
抑制Z民彊竪璽配属~~総長izi
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自国市教委途思楼当初の位置と講堂の場所確認へ l牝晶

(上)10月6日掲載(上)2月15日号掲載

史跡戚宜園跡の確認調査開始の記事荻餓遺跡の発掘調査報告に関する

(西日本新聞社)内容の記事(広報ひた)

5月30日掲載(右)

nku 。。

ガランドヤ古墳群が国史跡に答申
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3 )刊行物の紹介

①西有田赤ハゲ遺跡発掘調査報告書
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ゴルフ場造成工事に伴い行われた

A地点で確認され発掘調査の記録。

た4.......5世紀の土坑をはじめB地点
!!¥ fl m"与，、，.;jI'・
"‘'明.M'" . で確認された縄文時代後・晩期の包

合層や古墳時代後期の竪穴住居跡な

どの遺構および出土した遺物などの
-
定
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..、，. ~ " 図面や写真もあわせて掲載している。
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②日団地区遺跡群発掘調査概報咽

近年急増している開発事業に伴い
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埋蔵文化財の保護を図る目的で事前

に国庫補助事業により試掘調査や発

掘調査を行った遺跡の概要報告をま

とめている。
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・・1';/1'，電川.所収遺跡-1同組蹴(VI)・1]1見取蹴(ll)・市/自

蹴・耕里平島遇措・胸躍錨・概蹴一
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③小迫辻原遺跡パンフレツト
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九州横断自動車道に伴う発掘調査

で発見され、注目を集めた古墳時代

初頭の環濠居館を始め、その後の調

査で新たに確認された環濠集落や奈

良・中世の建物群などを全ページオ

ールカラー写真でわかりやすく説明
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している。
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N)平成4年度埋蔵文化財関係刊行物の寄贈一覧

書 名 寄 1首 者 刊行年

静岡県
1 長伏上塩辛田遺跡(倉庫建設に伴う埋蔵文化財発掘調査) コ島市教育委員会 1992 
2 上才塚遺跡第1地点(中高層住宅建設に伴う発掘調査報告書) " H 

3 上才塚遺跡第2地点(日栄7';d;建設に伴う発掘調査報告書) H " 
4 玉川塚田遺跡(静岡卜3j自動車(株)営業所建設に伴う発掘調査報書) " " 
5 二島市埋蔵文化財発掘調査報告 I
ー初音ヶ原A地点第3地点・加茂向山遺跡・茶臼山遺跡・山神社塚原古墳群ー H H 

6 史跡山中城跡咽(平成2・3年度発掘調査・環境整捕事業概報) H " 
7 ニ島スプリングスC. Cゴルフ場内埋蔵文化財調査報告書E
ー中村C遺跡・徳倉片平山B遺跡・徳倉片平山j遺跡ー " H 

8 三島市文化財年報一第4号一 H " 
三重県
9 蛸田古墳 鈴鹿市教育委員会 1992 
10 伊勢国分寺跡~尼寺跡推定地の調査~ H " 

滋賀県
11 大津市埋蔵文化財調査報告書(17)ー山/神遺跡発掘調査報告書II- 大津市教育委員会 1992 
12 大津市埋蔵文化財調査報告害 (20)ー上高砂遺跡発掘調査報書ー H " 

京都府
13 京都府埋蔵文化財情報第 43号 京都府埋蔵文化財調査研究センター 1992 
14 京都府埋蔵文化財情報第45号 " " 
15 京都府埋蔵文化財情報第46号 " " 
16 京都府埋蔵文化財情報第 47号 H 1993 
17 10年のあゆみ (1981-1991) H 1992 

実際貯
18 桜井谷窯跡2-23号窯 豊中市教育委員会 1992 
19 摂樟豊中大塚古墳第3次調査概要報告書 H " 
20 豊中市埋蔵文化財発掘調査概報 1989年度 " 1990 
21 豊中市埋蔵文化財発掘調査概報 1991年度 " 1992 
22 文化財ニュースNO.16 H " 
23 武器・武具からみた5世紀の日本と朝鮮 " H 

24 とよなか 300万年 " H 

25 文化財年報 11 (株)枚方市文化財研究調査会 1992 
26 文化財年報 12 " H 

27 ひらかた文化財だより " H 

兵庫県
28 下小名田遺跡 その 1-(都市計画道路北神中央線埋蔵文化財調査概要) 淡神文化財協会 1992 
29 下小名目遺跡 その 2-(都市計画道路北神中央線埋蔵文化財調査概要) " H 

30 下小名田遺跡ーその 3-(都市計画道路北神中央線埋蔵文化財調査概要) H " 
31 淡神文化財協会ニュース 第21号 " " 
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立11:.寺1
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書 名

721有田・小田部(第 15集) 福岡市埋蔵文化財調査報告書第307集
73 1有田・小田部(第16集) 福岡市埋蔵文化財調査報告書第308集
74 1山ノ鼻1号墳 福岡市埋藤文化財調査報告書第309集
75 1入部E 福岡市埋蔵文化財調査報告書第310集
76 1脇山E 福岡市埋蔵文化財調査報告書第311集
771脇山町 福岡市埋蔵文化財調査報告書第312集
78 1野方遺跡 福岡市埋蔵文化財調査報告書第313集
79 1板付遺跡 福岡市埋蔵文化財調査報告書第314集
80 1鴻雌館跡E 福岡市埋蔵文化財調査報告書第315集
81 1三沢古墳群 I 上巻、下巻 小郡市文化財調査報告書第62集
82 1北松尾口遺跡E地点 小郡市文化財調査報告書第63集
83 1小郡若山遺跡E 小郡市文化財調査報告書第69集
84 1横隈狐塚遺跡V 小郡市文化財調査報告書第70集
85 1大板井京塚遺跡 小郡市文化財調査報告書第71集
86 1三園地区遺跡群(力武宮/前遺品・三iR畝道町遺跡の調査)小郡市文化財調査報告書第72集
87 1小郡野口遺跡 小郡市文化財調査報告書第73集
88 1一ノ口遺跡 I地点 小郡市文化財調査報告書第74集
89 1福童山の上遺跡 小郡市文化財調査報告書第75集
90 1大板井遺跡X 小郡市文化財調査報告書第76集
91 1北松尾口遺跡E・w地点 小郡市文化財調査報告書第77集
92 1津古片曽葉遺跡 小郡市文化財調査報告書第78集
93 1苅又地区遺跡群 小郡市文化財調査報告書第80集
94 1津古内畑遺跡6 小郡市文化財調査報告書第81集
95 1室町遺跡一小倉鋳物師に関する遺跡の調査一北九州市埋蔵文化財調査報告第95集
96 1太宰府市の文化財第 10集 一宮ノ本遺跡一
97 1太宰府市の文化財第 18集 一大町遺跡一
98 1大宰府条坊跡112次 筑紫野市文化財調査報告書第31集
99 1大宰府条坊跡113次 筑紫野市文化財調査報告書第32集
1001大宰府条坊跡 114次 筑紫野市文化財調査報告書第33集
1011弥生時代の墓性を考える
1021穂波地区遺跡群 第2集 穂披町文化財調査報告書第5集
1031穂波地区遺跡群 第3集 穂波町文化財調査報告書第6集
1041穂波地区遺跡群 第4集 穂披町文化財調査報告書第7集
1051山田西遺跡 那珂川町文化財調査報告第28集
1071カクチガ浦遺跡群E 那珂川町文化財調査報告第29集
1081観音山古墳群w 那珂川町文化財調査報告第30集
今光鷹取遺跡 那珂川町文化財調査報告第31集

j佐賀県

1091志波屋六本松乙遺跡 九州横断道関係埋蔵文化財発掘調査報告書(13)
1101都谷遺跡 九州横断道関係埋蔵文化財発掘調査報告書(14)
1111よみがえった久保泉丸山遺跡
1121貴別当神社遺跡E 千代田町文化財調査報告書第15集
1131本掘朝日遺跡w.v区
1141中国遺跡II.m.w.v区
1151本村篭遺跡・於保三本松遺跡 大和町文化財調査報告書第10集

寄 l首 者 刊行年

福岡市教育委員会 1992 
H If 

H If 

福岡市教育委員会 1992 
If H 

If H 

If If 

If " 
H " 

小郡市埋蔵文化財センター 1991 

" H 

" " 
H " 
" H 

" If 

H " 
" H 

" H 

" H 

If 1992 
H H 

" H 

" " 
(財)北九州市教育文化事業団 1992 
太宰府市教育委員会 1992 

" H 

筑紫野市教育委員会 1992 
H If 

H H 

宗像市教育委員会 1992 
穂波町教育委員会 1990 

" 1991 
If 1992 

那珂川町教育委員会 1992 
H " 
H H 

H H 

佐賀県教育委員会 1991 
H H 

佐賀市教育委員会 1992 
千代田町教育委員会 1992 
神埼町教育委員会 1992 

H " 
大和町教育委員会 1990 

q
υ
 

4&τ 



書 名 寄 1首 者

肥前国分寺跡一第2次調査一 大和町文化財調査報告書第日集 |大和町教育委員会 1990 
117東山田一本杉、西山田天神、西山田二本松、西山田三本松遺
跡 大和町文化財調査報告書第13集 N 1991 

118 小川遺跡-2次調査一 大和町文化財調査報告書第14集 N H 

119 平成2年度町内遺跡確認調査 大和町文化財調査報告書第16集 H 1992 
120 尼寺一本松遺跡ー第2次調査一 大和町文化財調査報告書第 17集 " " 
121 築山経塚一調査概要報告書一 大和町文化財調査報告書第 18集 H H 

122 佐賀県有田町谷窯跡の発掘調査 有田町歴史民俗資料館 1991 
123楠木谷窯・天神町窯・外尾山窯(町内古棄跡群詳細分布調査報告書第5集) H 1992 

熊本県
1241上高橋高田遺跡(第1次調査区発掘調査概報1) |熊本市教育委員会 1992 

来分県
1251会下遺跡・的場2号墳・塩屋伊藤野遺跡
(大分空港道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書1)大分県文化財調査報告第83輯 大分県教育委員会 1991 

126 下郷桑苗遺跡II(七州阿川改修工事fC伴う発掘調査報告書)大分県文化財報告第約韓 " 1992 
127 伊藤田窯跡群 一般国道 10号線中津ハ.イハ.A埋蔵文化財発掘調査報告書(4) " " 
128 慈眼山瀬戸口遺跡(国家公務員合同宿舎日目住宅2号棟建設に伴う埋蔵文化財発掘調査続報) " " 
129 大分県内遺跡詳細分布調査概報 11 H " 
130 植田市遺跡N(七瀬川河川改修工事に伴う発掘調査概報) H H 

131 国東六郷山本山本寺一智思寺発掘調査報告一
大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館報告書第9集 字佐風土記の丘歴史民俗資料館 1992 

132 大分市埋蔵文化財調査年報2 (平成2年度) 大分市教育委員会 1991 
133 国指定史跡豊後国分寺跡環境整備報告書 " 1992 
134 賀来中学校遺跡 H H 

135 長谷横穴墓群 H H 

136 虚空蔵寺遺跡(ー般国道10号字佐・別府道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査揖報ll) 宇佐市教育委員 1992 
137 下林遺跡(ー般国道10号字佐官11府道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査槙報ll) " " 
138 川部遺跡・小部遺跡8次調査(宇佐地区遺跡群発掘調査概報) " H 

139 山ノ下横穴墓群・中原遺跡(一般国道387号韓改良工事に伴う埋蔵文北財発掘調査棋報) H " 
140 史跡岡城跡w 竹田市教育委員会 1992 
141 岡藩主おたまや公園整備事業報告書E " H 

142 平井A・原山B遺跡 H " 
143 広域農道大野川上流南部地区埋蔵文化財発掘調査概報E " H 

144 管生台地と周辺の遺跡xv " H 

145 竹田地区南部遺跡群E H H 

146 三光地区遺跡群発掘調査概報E 三光村教育委員会 1992 
147 朝地地区遺跡群発掘調査概報w 朝地町教育委員会 1992 
148 駒方、津室迫遺跡・夏足原遺跡ー0地区一(大野地区遺跡群発掘調査報告書) 大野町教育委員会 1992 
149駒方津室迫遺跡の構造論的研究ー刺片剥離・石器製作技荷の考察ど遺跡の複元ー 別府大学付属博物館 1993 

宮崎県
150海蔵寺遺跡・様屋敷遺跡(国道221号蜘.イハ.A建設関係発掘調査報告書) 宮崎県教育委員会 1992 
151 穂北城跡(県道杉安・高鍋線道路改良工事関係発掘調査報告書) " " 
152樺山・郡元地区遺跡(ー年見JII小規模河JII改修事業に伴う埋藤文化財調査報告書) " H 
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